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Donaggio反応に関すろ実験的研究

第1篇 安静時並びに日常生活時における

Donaggio反歯値の攣動に、ついて

金沢大学医学部生理学教室（主任 斎藤教授）

櫻  井  昭  光
  Akmitu SakuTai

  （昭和28年9月15日山鼠）

（本論文要旨は昭和28年8月30日第7回近畿生理学談話会に発表した）

1．緒

 蓮動や工場労働による疲労測定の目的でDo－

naggio反応（D反応と略す）は広く用いられ，

既に多くの研究が発表されているが，それらの

成績には必ずしも満足すべき一致がみられな

い．それは疲労なるものの複雑さにもよるが，

叉一面には測定方法の不統一と方法自体の欠陥

にもその原因がある．

 昭和16年佐：藤1》によってD反応が吾国に紹介

されて以來，研究者は競って自家考案のD反応

変法を提唱し，各自それによって研究を進めて

きた結果，今日においても色々の方法が用いら

れている．eれらの方法に共通した欠陥は測定

値は一応数値で得られるが，ヒれとD反応陽性

物質（D物質と略す）の濃度或いは量との関係

が明らかでない点にある．：叉方法によって一点

法が異なるから，方法が変ればその成績の比較

対照が全く不可能な点にある．

 昭和23年学術研究会議疲労班の尿に関する小

委員会はD反応実施法の混乱を終止させる目的

でD反応標準法を選定し，佐ue 2）がこれを発表

した．この標準法の特徴は測定値がD反応陽性

物質量に比例する点にあって，本法の考案によ

って初めてD反応の量的な取扱いが出來るよう

になつ：た．標準法が発表されてから既に5年を

論

経過するが，その後本法を用いた研究が至って

少ないのは遺憾である．

 吾々は今日D反応の疲労判定法としての価値

には疑問をもつているが，疲労なる概念と本態

が不明確な現在，これは早急ヒこ解決されるべき

性質のものではないから暫く措き，筋作業に伴

うD反応値（標準法）の変動に研究の焦点を蔚

くとととした．既に吾々の同僚下川等3）は自転

車エルゴメe一・S・一・上rc k．ける比較的短時間の重

筋作業時のD反応値の消長を明らかにしたか

ら，著者は長時間の筋作業や工場労働に際して

おとるD反応値の変動，経過を統計的に計測す

る目的を以て，先ず制定の基準となるべき安静

時及び日常生活時のD反応値を計測することに

し：た．

 この間題に関しては最近佐藤2）はD反応標準

法により成人男女について測定し，研究所男子

8名についてD値が4・0± L5，受講生男子11

名について4．9±1．8で，研究所女子17名につ

いて3．4±0．7，受講生女子18名については3・0

±1．1であるが，相当個人差があると報告して

いる．しかし乍らとの報告の測定例数が少な

く，從って安静時におけるD値の卒均値及びそ

の散：布範囲を知るには更に多数例について測定
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する必要があると考えられる．

 叉日常生活時におけるD値の変動について，

堀内等4）はDonaggio一佐藤野により測定し允

結果，早朝及び夕刻のD値は低いが，日中は：高

値を示すというに対して，山添辱）は山添法によ

り起床直後のD値が最高値を示し，食事により

多少動揺するが，夕には低くなり睡眠時に最低

値を示すという．なお，佐藤2）（標準法）及び

斎藤岱》（Donaggio一佐藤岡）は何れも朝及び書

聞は夕叉は夜間に比してD値が高V・と報告して

いる．叉学童については三谷7》は1日の中でD

値の最：高値を示すのは夜間から翌早朝にかけて

排泄される尿であるといい，大倉S｝（佐藤氏新

法）は男女学童各ユ00名について午前と午後の

D値を比較し，男女共に午後のD値が高いと指

摘している．以上のように各研究者によってそ

の成績が区々であるのは，前にも述べたように

佐藤の標準法以外の測定方法では尿中のD物質

量とD値との関係が詳かでないためと考えられ

る．

 又D物質排泄量に：影響を及ぼす因子に関して

は，下川9）（標準法）は安静時並びに作業時の

D物質の排泄はAlkalosisによって抑制され，

Acidosisによつて著しく促進されるヒとを確認

した．佐藤2》（標準法〉及び宇津野10）（山添法）

は高蛋白食撮取により尿全窒素量とD値との増

加を認めているが，何れもD値の増加度は少な

くて正常の範囲内に止まり，又関本11）（山添

法）も白ネズミ」について：高蛋白国手取によっ

て尿全窒素量は増加するがD値は増加せす，從

って尿周延素量とD値のStressに俘う上昇と

は必ずしも常に貴行しないと報告してbる．叉

山添及びその門下2）一15）（山添法）はD反応は血

清屈折率の変動と李行ずるから血液の濃縮稀釈

がD値に影響する重要な因子であると述べ，更

にD反応はAlarm Reactionの現われとして：上

昇する＝場合と腎機能の変化の結果として一過性

変化を示す場合とが考えられるが，何れか一Mつ

丈によって決定されるものではなく，D物質の

血申濃度，腎血流，糸毬体濾過等の因子の綜合

された結果を示すものであろうと推測してい

る．以上のようにD物質排泄：量に及ぼす決定的

な因子は未だ十分解明されていない．

 著者はDonaggio反応標準法によって安静時

に導けるD値を成人男女及び学童男女の多数例

について測定して，各々の安静時におけるD値

の国士値及びその散布範囲を求め，叉日常生活

時のD値の変動を時闇的に追求し，高蛋白食癬

取，利尿及び入浴等；がD値に影響するや否やを

確かめた．

II．婁験方法及び実験成績

 D値測定にはDonaggio反応標準法を簡易

精密化した中山16）の光電比色法によって測定し

た．なお，測定に際し「ズルフォサリチル酸を

用V・て尿蛋白のないととを確かめ，尿量はすべ

て1分間1ccに補正し，酷酸により尿PHを
5．6にして：行った．

 A．安静時に1征けるD値

 1）成人男子

 健康な本学部学生（年齢19～24歳）100名に

ついて，1月下旬午前中，受講前に排尿させ1

時間受講して後に探賦してD反応を実施した。

受講中はすべて椅坐位であるから安静体位と見

倣した．その成績は第1表のようである．即ち

100名のD値の中，最低値は：1．4点，最高値は

8．4点で，最も多いのは2．9点と3．0点で夫々

10名つつであった．ヒれらの測定値を0．5点級

間に区分して「ヒストグラム」で表わしたもの

が第1図で，これによると3．0～3．4点下聞の

ものが最も多くて28％を占め，李均値は3．4点

である．更にとれら測定値の「ヒストグラム」

は完全な正規分布を示さないが，捻転均の信頼

限界を求めると，5％の危瞼率において3．6≧

m二≧3．1である．

 なお，ヒの実験に際して被楡者各自の体重と

［ 12 ］
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第1表 成人男子のD値
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第2表成年女子のD値
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D値との相関もみたが，とれらの間には相関関

係は認められなかった．

 2＞成人女子

 健康な看護学校生徒（年齢17～22歳）68名に

ついて，2月初旬，1）と全く同様な方法でD

値を測定し，その成績を第2表に示した．tの
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第1図  成人男子のD値

50

20

10

10 1．5 20 25 5e 5．5 40 45 50 55 6・O 6．5 7．e 7．5 8．0 S．5

   D    十

三3表学童男子（10歳）のD値
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第2図 成人女子のD値
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場合は最：低値が0．5点，最高値が4・5点で，最：

も多いのは2．6点で7名である．1）と同様「ヒ

ストグラム」で表わすと，第2図のように2・5

～2．9点級：闇のものが最も多くて29・4％を占め

た．叉この雫均値は2．5点で，との例の母卒均

の信頼限界は5％の危瞼牽において，2．7≧m

；≧2．3である．而して女子のD値の最低値，最：

高値及び卒均値等は男子に比べてすべて低い値

を示し，男女間の平均値の間には5％の危瞼率

において有意の差が認められた．

 なお，この実験に際して，D値測定前の尿

pHを「キンヒドロン電極法により測定し，各

尿pHとD値との相関をみたが，ヒれらの間

には殆んど相関関係が認められなかった．

 3）学童男子

 健康な小学校5年生男子50名について，2月

中旬，1）と全く同様に午前中の1時間の受講

［ 14 1
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中の尿をとってD値を測定すると第3表のよう

になる．即ちこの例では最低値が0．4点，最：高

値が4．4点で，最も多いのは2．1点の9名であ

っ1た．：叉ヒれを「ヒストグラム」で表わすと第

3図のようになり2．0～2．4点級聞のものが最：

も多くて36％を占め：た．叉1この挙均値は2・1点

で，との例の母平均の信頼限界は5％の危瞼…率

において2．3；≧m：≧L9である．而して：学童男

子のD値の最：低，最：高値及び挙均値は共に前二

者より低い値を示し，亭均値においても成人男

女の何れとの聞にも5％の危鋪道において有意

の差が認められた．

     第3図 学童男子のD値
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第：4表 学：童女子（10歳）のD値
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 4）学童女子

 健康な小学校5年生女子50名について，2月

中旬に前と同檬にしてD値を測定すると第4表

のようになる．即ちこの例では最低値が0．2

点，最高値tlr 4。 3点であるが，その間に前三者

のように特に多bものがなくて，O．4点，0．9

点，2．0点のものが夫々4名つつあっ九叉ヒ

れを「ヒス5グラム」で表わし％のが第4図で

あるが，LO～1．4点級聞及び2．0～’2．4点腰間

が共に18％を占めて最：も多く，その間の1．5～

1．9点級問が12％を占めた．而してtの混血値

は1．8点で，との母挙均の信頼限界は5％の危

瞼率において，2．1≧m≧1．5である．以上の

ように学童女子のD値は前三者の何れよりも低
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1・8点

5％の危瞼傘について2・1≧m≧15．

いが，学童男子との聞にはその李均値において

は，5％の危瞼牽において有意の差が認められ

なかつだ．

 しかし乍ら体et lkg当りのD値を夫々求めて

みると，第5表のように成人及び学童共に男女

間に差が認められ，叉学童のD値は成人のD値
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第4図 学：童女子のD値
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第  5  表
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値20

 1．0

被搬者N． 総亡君値43点

D 5＋O
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 伺

9時 10 11 12  1  2  5  4  5  6

 午  前       午  後

成人男子（学 生）

威人女子（学 生）

学童男子（五年生）

学童女子（五年生）

55．2

52 ．2
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2．5
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O．os2

0．048

0．072

0．06e

被槍者 T． 総卒均値25点

■

9時101112125456 午  前       午  後

に比して一般に高い．今，ヒのD値：より成人及

び学童における夫々の男女比（女／男）を求める

と，夫々0．77，0．83となって，何れも女子の

D値は男子の約0．8倍であるヒとを示し，叉成

人と学：童聞（学／成）には，男女夫々1．16，L25

の比率を得たので，男女共に学童（10歳）のD

値は成入の約し2倍であるヒとが判った．

 B．日常生活時におけるD値の変動

 1）研究室勤務中におけるD値の変動

被馴者は研究室に勤務する健康男子5名（年齢

26～28歳）で，何れも午前9時より午後6時ま

での9時聞を1時間毎に採尿してD値を測定し

た．各人何れも10日間測定し，その各李均値で

表わしたものを第5図に示した．ヒれによると

第5図 研究室勤務時D値の時間的経過

  被橡者 Sa・   総李均値3．1点
4．0

r） 50

値2・e

 1．0

9哩嘉1212午5後456

5，0

4・e

D S40

値29

 10

4．0

D 50
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被楡者Sl・   愚挙均値4ユ点

9時 y山21 2，，．3後456

被搬者一Sa seZls均値31点
0

o

0

o

9時 10 11 12 1 2 5 4 5 6

午  前 回  後

各人夫々固有の異なった逐時的変動の傾向を有

して一定していなV・．即ち1名は漸次D値が減

少し，1名は反対に漸次D値：が増加して帰宅直

前が最：も高い値を示し，他の3名は略it一定で

i変動が少ない．叉勤務中のD値の変動は1名を

除V・ては著明でなく割合に安定しており，約1

点以内の変動を以て各人夫々固有のD値水準を
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保って：いる．～二のうち午後に入ってから次第に

D値が上昇する被検者は約3年前肺結核に罹患

し，目下「要注意」の状態にあるもので，かか

る条件がD値と何らかの関係を有するかどうか

は將來の研究に侯たなければならない．

 しかし乍ら，個々の測定についてみると，相

当変動の激い（場合があるが，その際にる最大

3点前後の変動を示したに過ぎない．第6図は

D値変動の大きな例と小さな例を示したもので

ある．

 なお，以上の成績の全挙均値は3．3点で，前

述の男子学生安静時における挙均値とよく一一一Sic

する．

 2）24時間におけるD値の変動

 被二者は著者自身で，24時聞を次の6区に分

けて探尿してD値を測定レた．即ち

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

午前8時～午前9時（起床後1時聞）

午前9時～午後1時

午後1時～午後6時

午後6時～午後10時

午後10時～午後11時（就殊前1時間）

午後11時～翌午前8時（就眠中）

r） So

値2e

 1・O

5，0

D40

値5・0

 20

書。

第6図 研究室勤務時D値の変動
   上図：変動少き例．

   下図：変動多き例，

 被搬者T．

醒

9時101112125456午  前       午  後

被機者Sユ．

9時

≠O爵121∵後456
 この中（2）（3）（4）は各時間区内の尿を集

めて，各時間区の全尿についてD値を測定し

た．ヒの測定を1週間に亘って行った成績は第

6表のようになり，その各時聞の畢均値で示し

たのが第7図である．ヒれによると，24時間中

最：も高いD値を示すのは午前9時～午後1時の

第6表24時聞中におけるD値の変動

讃
1

2

3

4

5

6

7

日

日

日

日

目

日

日

午前

8時一9時

3．1

3．3

3．5

1．8

3．1

2．8

2．3

午前 午後
9時一1時

2．9

2．5

3．4

3．8

2．8

3．e

3．4

午後 午後
1時一6時

2．9

2．3

2．3

2．6

1．9

2．3

2．4

午後 午後
6時一10時

1．5

3．3

1．8

2．7

2．2

2．3

2．0

午後 午後
10時一11時

1．9

3．1

1．7

1．8

1．7

3．0

2．2

午後翌午前
11時一一 8時

2．3

3．8

2．6

2．4

2．2

2．6

2．4

24時間
牛均D値

2．4

3．1

2．5

2．6

2．3

2．6

2．5

李鯛 2・8 3．1 2．4 2．3 2．2 2・6降讐値

間で，その後は漸次D値が減少し就課前が最も

低い値を示し，就眠中は梢ヒD値が増加し起床

後更に増加する．しかし乍ら24時壷中のD値の

変動は大体1点以内である．又各24時間のD値

の変動についても，多いものでも大体2点以内

に止っている．これらの成績より各24時間全尿

の平均値を求めてみても，第6表，第8図のよ

うに，その変動範囲は大体1点以内に止まり，

2。3点から3．1点の間を動揺するに過ぎない．

以上の■とから日常生活におけるD値は割合に

安定で変動の少ないことが判る．

 C．外的因子によるD値の変動

［ 17 ］
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第7図24時間に於けるD値の変動

 sg
D 2e

値1．0

6時ヨ
午  前

1  6 10 11
午 後      翌午前

翌8時

第8図 24時聞全尿のD値の変動と高蛋白食の影響

 so
D 2e

億1．0

／AxAvv－v－N／h一一h一一一一．一’×

1 2 5 4 5 6 rt8 9 IO 11 12 IS
 日 数          牛肉
          く3759）

第7表 24時間中のD値の変動と高蛋白食の影響

14T 15 16 IT IS 19 20 2t 22

鶏卵
（10個）

響
1 日

2 日

3 日

4 日

5 日

6 日

7 日

午前 午後
8時一1時

2．9

2．7

3．4

3．4

2．9

3．0

3．2

午後 午後
1時一6時

2．9

2．3

2．3

2．6

1．9

2．3

2．4

午後 午後
6時一11時

1．6

3．3

1．8

2．5

2．1

2．4

2．0

午後翌午前
11時一一 8時

2．3

3．8

2．6

2．4

2．2

2．6

2．4

24時薔『1

4s均D値

2．4

3．1

2．5

2．6

2．3

2．6

2．5

李均13・・ 2・4 2・r 2・6
       牢丙π375gF）一8一厳正午二午後1蒔

2．6

8 目

9 日

10 日

11 日

ユ2 日

13 日

14 日

2．4

3．0

2．7

2．0

2．7

2．5

4．5

2．5

2．7

2．3

2．7

3．e

3．1

2．7

2．9

2．3

2．3

2．1

2．9

2．9

1．9

2．4

2．6

3．3

3．0

2．6

1．8

2．6

attT（10個）15日正午一午後1蒔

2．5

2．6

2．8

2．5

2．8

2．4

2．9

115 日

i16 日

17 日

18 日

19 日

20 日

21 日

塵日

2．8

3．2

3．5

2．4

2．2

2．2

2．2

2．5

3．5

2．6

2．6

2．3

2．2

2．5

2．1

2．6

2．8

2．2

2．1

2．9

2．2

2．2

2．1

2．4

2．2

2，6

3．1

3．5

2．8

2．3

2．6

2．7

2．7

2．6

2．9

2．5

2．4

2．3

2．3

2．6

 1）高蛋白食のD値に

及ぼす影響

 著者自身被槍者となり

対照として1週聞の普通

食実験期（献立一定せす）

を経た後，正午より午後

1時までの間に牛肉3759

叉は鶏卵10個（但し，各

実験毎にその中一種だけ

を輩独に用いた〉を一挙

に弓取し，その後1週間

のD値の経過をみた。こ

の間24時間を：B．2）の

要領で次の4区に分けて

探尿しD値を測定した．

 （1）午前8時～午後

    1時

 （2）午後1時～午後

    6時

 （3）午後6時～午後

    11時

 （4）午後11時～翌午

    前8時

 ヒの実験成績は第7表

に示した．

［ 18 ］
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 （a）牛  肉

 牛肉3759を振取した際は1週間の普通食時

のD値の平均値と比較して午後6時～午後11時

までのD値が僅かに増加しだが，普通食時の際

の変動範囲内に止まり，特に増加したとは考え

られなV・．叉24時聞丁零均値を比較しても第8

図のようにD値の増加は認められない．

 （b）鶏  卵

 鶏卵10個を播取した直後即ち午後1時～午後

6時までのD値が梢it増加したが著明でなく，

その後においてもD値には殆んど増加が認めら

れす，かえって就嫌申のD値が梢ζ減少してい

る．從って24時間の全平均値においてもD値の

増加は認められない．以上の成績から宇津：野10）

のいうように，撮取中止後も数日間に亘って高

値を示すというととがなく，何れも普通食時の

変動範囲内に止る．これにより経口的に高蛋白

食を撮照しても，それが直接D物質の排泄に関

蓮があるとは考えられない．

 2）多量の水飲用時のD値の変動

 午前8時から全く水分を飲用しないようにし

て1時間蝕に採尿し，尿量及びD値を測定し乍

ら，午後1時に11の水を飲用し，その後の尿

量及びD値の変動を1時聞毎に午後7時まで測

定した．その成績は第9図に示したが，午前8

D
値

4．0

sg

20

10

第9図

 尿
 量・

 c．c．
400

300

20e

1eo

水11飲用時のD値及び尿量の変動

8HS 9 lg 11 12 t 2

   午前水1’可用

時から午後1時までの間，尿量は非常に少なく

て毎時38ccから69ccまでの聞を変動したに

過ぎなV・が，水11を飲用して1時聞目には

336cc，2時間目には430ccとなって最：も尿量

        が多く，3時聞方より149cc，67cc，70cc，60cc

        と漸次減少し，約3時聞で飲用した大部分の水

        が排泄：され，4時間目より大体正常に復した．

        一方D値は午前8時から午後1時までは3．2点

        より2．4点までの問を変動したが，水を飲用し

        て1時間目には僅かに．：櫓覆して3．7点となり，

        2時潮目より漸次減少して2．7点，2．2点，1．8

        点となって4時回目が最も低く，その後1．9点

        2．0点と次第；に正常に復してゆくような傾向を

        示したが，尿：量の増：量に比してD値の増加が著

        明でなく，日常生活権のD値の変動範囲内に止

        まり，叉尿：量の最：も増量した2時聞目にはかえ

        つて：D値が減少したと．となどから，尿量の壇加

        がD物質の排泄に直接的な関蓮性があるとは考

        えられない．

         3）「アンナカ」注射時のD値の変動

         2）の実験で経口的に多：量の水を飲用して尿

        量を増量：させた際のD値の変動を測定したが，

        経口的に水分を全くとらないで，腎における利

        尿作用を促進し尿量を増量させた際のD値の変

        動をみるために，10％「アンナカ」2：叉は3cc

        を皮下注射して1時問毎に探聾し，尿量及びD

        値を測定した．その成績は第10図のようになつ

        た．3回の実験とも尿量は「アンナカ」注射後

        2時聖日が最大となり，その後急激：に減量する

        が，注射の回数を重ねるに從って注射量を算し

        たにも拘わらす尿量の変動が不著明になった．

         一方，D値は第1回の実験では注射後1時聞

   一一「尿量  目及び2時間目に僅かに増加して4．6点及び

         4．7点を示したが，2回目の実験では尿量が

         増量したにも拘わらすD値の増加が認められ

         ない．更に3回目の実験では注射後2時着目

         にかえってD値が減少している．以上のよう

         に「アンナカ」注射を連続に使用すると次第

5午㌦56Tにその効果が不勝に泌寒期も効果の著
         明な1回目の実験においてもD値は僅かに増

        脱しfavc止まり，2回目以後の実験ではD値の

        増加が殆んど認められない．

         4）入浴時のD値の変動

         被槍者は健康な成人男子4名で午前8時から

［ 19 ］
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D
値

50

40

se

2．0

書，o

D
値

4’O

50

20

1．D

第10図 10％「アンナカ」注射時の

   D値及び尿量の変動
尿
量
cc 第；日同 ・ ●一一．尿量

500

400

300

200

100

8時  9  10 11 ↑  1  2  3  4  5  6  7

午 前 ！Oo6「アンナカ」2・三二  午 後

尿   第2日目

呂時910↑t21234567
  尿
D  髭

値

s，e

20

10

午  前  10％「アンナカニ3cc注射   午  後

第3日目

cc
R0⑪

200

P0⑪

8a一？ 9 le 11 t 1 2 S 4 5 6
  午前10・s「アンナカ」3cc注射 午後

b
値

4．0

sa

20

1e

第11図 入浴時のD値の変動

吻入

8時 9 10 11 辺  1  2  5  4  5  6

   午  前         午  後

午後6時まで1時聞毎に採尿し’1 D値を測定し

乍ら，途中午後1時より1時間入浴（湯温度

z

浴

45。C，入湯時閻は各人合計約20分間）した

際のD値を測定した．その各時聞の挙均値
で表ib，し允ものを第11図で示し元が，入浴

によるD値の増加は全く認められなかっ

た．

III．考 按

 以上の実験成績より安静時及び日常生活

時のD反応値には可成り著明な個人差が認

められる．同一個人については刻々のD反

応値には多少の動揺が認められるが，数回

の測定で卒均値をとってみると，各個人に

特有のD反応値水準が血目略it安定に維持

されてV・るヒとが判る．

 安静時と日常生活時の値に殆んど差異を

認めないのは，日常生活を構成する歩行そ

の他の軽度の筋作業はD反応値に殆んど影

響を与えないものと考えられる．先に当教

室の下川等3）は自転車エルゴメe一一・ター」を

用いた筋作業において，その強度が毎分凡

そ400kgmを越えないときはD反応値（標

準法）に殆んど影響しないことを証明して

いるが，上記所見とよく符合する．

 成人男子のD反応値は成人女子のそれよ

り大きく，成人のD反応値は学童のそれよ

り高いが，輩位体重当りのD値は成人及び

学童の男女闘に差があり，学童の方が域人

よりむしろ高い．而もとれらのD値の比率

は，從來報告されている基礎代謝：量の比率

とよく似た値を示すので，D反応値は各年

代及び男女の物質代謝と何らか関連がある

ようセこ考えられる．

 D反応の陽性物質は本田17＞，下川1S｝等の

研究によりMucoproteinであることが明ら

かとなった．又中山19）は本物質が血漿の

Mucoproteinに酷似している～二とを証明

し，血漿MucoproteiI1が腎を透過して尿に

現われたものと推測している．本実験の高

蛋白食撮取は尿のD反応値に影響しないか

［ ac ）
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ら，撮明するi蛋白質と尿のMucoprotein排泄量

との聞には直接的な関蓮はないものと考えられ

る．

 尿：量はD反応値に関連がある．利尿の際には

一般に多少のD反応値上昇を認め，その後に來

る尿量減少期にはD反応値もヒれに件って低下

する．との際D反応値の動揺は尿量の変動より

も遙かに軽微であり，両者の時間的経過も必ず

しも一致しないから，両者聞の相関は余り緊密

なものではないと考えられ，生理的な尿量の変

動はD反応値に左程大きな影響を与えるもので

はなV・と推測される．

IV．総

 安静時及び日常生活時におけるD反応値を

Donaggio反応標準法（申山改良法）によって

測定した成績を総括すると次のようである．

 （1）安静時におけるD反応値には相当個人差

はあるが，その挙均値及び5％の危瞼率におけ

る信頼限界を求めると次のようである．即ち

成人男子（100名）

成人女子 （64名）

学童男子 （50名）

学童女子 （50名）

3．4，fi，． 3．62．！m）．3．1

2．5，ef」． 2．71．1．lmEl．1．2．3

2．1点 2．3≧m；≧1．9

1．8占 2．1〕≧m≧1．5

 なお，上記の成績から成人男女間及び成人学

：童画に5％の感応i率において有意の差が認めら

れたが，学童男女間には：有意の差が認められな

かった．

 （2）遠位体重当りのD値は，成入及び挙童の

男女聞に差があって，何れも女子のD値は男子

の約0．8倍で，成人と学童間vaは男女共に学童

のD値は成人の約し2倍である．

 （3）安静時のD値には体重及び尿pHとの間

に相関性が認められない．

括

 （4）研究室勤務程度の軽作業時のD値は安静

時のD値との間に差が認められない．なお，と

の際の各個人のD値は変動が少なくて比較的安

定である．

 （5）24時間のD値では午前中は比較的高く，

午後は次第に低下して睡眠前が最：も低い．しか

し乍らtの場合にもD値の変動が少なく，又24

時間全手均値の変動も少な～へ

 （6）牛肉（3759），鶏卵（10個）等の高蛋白食

を撮値してもD値は殆んど影響を受けない．

 （7）多量の水飲用時及び「アンナカ」注射に

よって尿量を増量させ’ても，特に認められる程

のD値の増加はない．

 （8）入浴時でもD値は増加しない，

 欄筆に当り終始御懇篤なる御指導と御校關を賜わり

たる恩師斎醸教授に深甚なる謝意を表し，資料蒐集に

御援助下された石引町小学校浅野校長殿，金大看護学

校沸尾教務細則殿，生理学教室員及び各学校学生生徒

各位に深謝します．
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末夫：医学と生物学，263・106（昭28）

le）宇津野栄男：医学と生物学，22，6・233

献

（昭27）   11）関本博＝医学と生物学，22，

4．229（昭27）   12）山添三郎＝医学と生
物学，15，2・86（昭24）    13）山添三郎：

生化学，21，4・197（昭24）   14）山添三郎

外3名：生化学，23，2～3，168（昭26）

15）米津穆外2名：生化学，25，1・33（昭28）

16）中山達夫：綜合医学，10，5・255（昭28）

17）本多艮行：体力科学，1，5・161（昭27）

18）下川末夫＝医学と生物学，27，3・116（昭

28）  19）中山達夫＝医学と生物学，29，1．

5（昭28）

［ 21 ］


